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3 ポリシーの策定とその教育実践の効果測定として PDCA の教育改善サイクルを回すためには検証可能
性としての実証データが要求されてくるからである。
そこでは，「学士力」は，「知識」「技能」「態度」「創造的思考力」の 4 分野13項目と言う観点から，あ


























LAW の構築がなされ，その下でグループウェア用のミドルウェア Lotus Notes（ロータス・ノーツ，Lo-
tus Notes/Domino）が搭載された。導入された「ラーニングスペース」という名称の LMS は，グルー
プウェアとしてのロータス・ノーツ機能である文書共有，電子メール，電子掲示板などの機能が組み合わ
―  ―
















国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
「『現代』ビジネス法学科」の特色として，◯ IT リテラシー教育の必要性から，◯パソコン必携と e-






対策設備の強化），◯LAN 環境（回線容量，固定 IP（研究室）＋動的 IP（講義教室）の混在），◯LAN






そこにおいて，一番の課題は，LMS 上への教科登録のための ID 登録作業であった。ID 登録作業は学
習者一人ひとりの履修登録決定に依存するものであり，教務履修登録データの移入によって作業は行われ
る。この教務データ確定の遅延が LMS 授業の開始日時の遅延に連動し，受講生諸君の最も学習意欲の昂
揚する 4 月開講時から隔たりを有することになり，学生＋教員の e-Learning への意欲を削ぐことに連な
ったことは注視すべき課題である。またノートパソコン必携に伴う研究室パソコン（教員機）のノートパ
ソコン化による，授業教室への持ち出しは，ネットワーク設定の IP 切り替えを持ち出し毎に要求される







































国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
 明日へ―LMSが可能にするものとは→e-Teachingへ















対面授業での LMS, e-Learning の活用。それこそが，我々に e-Teaching をもたらし，教育の本質を見
直す機会，契機を与えてくれるのだ，…と考え続けている。
教育は分散をめざす。情報基盤整備は統合化をめざす。両者の調和点を探り続けたい。
